
    ◎ 心を豊かにし、思いやりの気持ちをもとう。 

   ○ 自ら学び、深く考えよう。 

   ○ 強い意志と、健康な身体をもとう。 

○ 協力して集団の質を高める努力をしよう。 

  【 教育目標 】 
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「 学芸発表会を終えて感じたこと 」 実行委員長 大内 斉憲 
 

 １０月１８日（土）に学芸発表会を開催いたしました。保護者・地域・ご来賓の皆様、お忙

しい中ご来校いただきありがとうございました。生徒にとって学びの多い充実した一日になっ

たと私は思います。 

第１部（合唱コンクール）では、各学級が２週間の短い

期間を活用し、練習した成果を存分に発揮してくれまし

た。特に、３年生の合唱は、尾山台中の３年間の様々な教

育活動を過ごしてきた思いが詰まっていて、どのクラスも

とても素敵な合唱でした。審査員の皆さんはとても悩んだ

ことと思います。学年によっては、そもそも在籍人数のば

らつきもあり、少ない人数での合唱もありましたが、それ

ぞれの学年のカラーがよく伝わってきました。 

第２部では、各部活動が日頃の活動で培った技能を披露してくれました。中でも三年生の

「弁論」と「英語スピーチ」では、代表生徒の想いや考え方がとても伝わってきました。 

海外派遣の報告は、日頃の日本での生活では得られない数々

の経験を教えてくれました。この海外派遣の報告は、そもそ

も世田谷区教育委員会が選考する「海外派遣選考会」に個人

でエントリーし、合格した生徒しか発表できない中での発表

でした。 

第２部の写真を中心に紹介します。写真だけでは、様子を

振り返るのは難しいので、ぜひ生徒からライブの状況を聴い

て下されば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

海外派遣：２年 尾崎 晴太 

日本文化部：琴の演奏 吹奏楽部①：指揮者と一緒 科学部：３分野の報告 

吹奏楽部②：先生方コラボ 体力向上部：ｽﾎﾟｰﾂなわとび ３年弁論・英語スピーチ 



先日の１０月１９日（日）に、尾山台商店街恒例の「尾山台フェスティバル」が開催されま

した。このフェスティバルには、例年、本校「おやじ＜親

児＞の会」にて、玉こんにゃくとルーローハン・オリジナ

ルドリンクの販売をしています。この販売利益を本校の

「花壇づくり」の原資にしていただいています。 
３月の「卒業式」や、４月の「入学式」において、素敵

な花道を演出してくれていて、卒業生や新入生が気持ちよ

く、この花道ロードを通る様子は、圧巻です。 
今年も、ボランティア・園芸クラブの部員の他に、３年

生女子の応援もあり、かなりの売り上げに貢献してくれました。 
おやじ＜親児＞の会の皆様方には、感謝しかありません。ありがとうございました。 

上記の話題から引き続き、本校「おやじ＜親児＞の会」から

の報告です。今年も、例年実施している「花壇づくり」を、 

１１月２日（日）に実施いたしました。 

当日は、吹奏楽部とボランティア・園芸クラブの部員の他

に、３年生からは一般での参加者もあり、総勢６０名を超える

生徒と地域の方や保護者の方も参加いただきました。 

パンジーやビオラ、チューリップの球根を中心に手際よく、学校周囲の花壇に埋めていまし

た。また、花道ロードを演出するため「プランター」を５０個以上使用した花道用の花壇も準

備しました。終盤には、同時並行で調理された「焼き芋」や「焼き芋ごはん」「玉こんにゃく」

が差し入れされ、みんなで美味しくいただきました。３月から咲き誇る各種の花々の様子が楽

しみです。当日参加してくれた皆様方に厚く御礼申し上げます。【 行事予定にも写真掲載 】 

 

 

 
 
 

◆ 尾山台フェスティバル おやじ＜親児＞の会ブースのお手伝いについて 

◆ おやじ＜親児＞の会主催 花壇づくり（焼き芋祭） 校長 永野 祥夫  

玉こんにゃく調理・販売の売り子さん 尾山台フェスの二日間を支えたスタッフ 

玉こんにゃくの調理・販売 

ﾌﾟﾗﾝﾀ-に続々と植える様子 女子バレー部も緊急参戦 チューリップ球根皮むき 



１０／２７（月）～１０／２９（水）に、１年生の河口湖移動教室が実施されました。幸い天

気にも恵まれ、富士山に見守られながらの３日間になりました。 
当日は朝８時１０分に環八のセブンイレブン前に全員そろって集合。普段の学校生活とは違

う環境が始まることに皆ワクワクした面持ちで富士河口湖方面へと出発しました。 
最初の目的地は富士ミルクランド。一の瀬牧場様で酪農体験をさせていただきました。乳しぼ

りや餌やり体験を通して、牛と触れ合う生徒たちは、初めは緊張していましたが最後は両手で掬

い上げた飼料を一生懸命牛にあげていました。牧場で働くこと、命を扱う仕事について知る機会

となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２日目は西湖オリエンテーリングを行いました。青木ヶ原樹海をグループごとに巡り、富岳風

穴や鳴沢氷穴で自然を味わいながら班行動をすることが目的です。どちらに進めばよいのか、班

員同士で協力しながら行程を進めていました。 
途中のチェックポイントで立っている教員に元気な声をかけてくれる姿はとても頼もしく、

また、様々な発見や経験を得られたことを楽しそうに共有してくれました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
最終日は、ふじさんミュージアムと富士山レーダードーム館を見学しました。体験や展示を通

して富士山の成り立ちや気象観測の技術について学び、雄大な富士山を様々な角度から学ぶこ

とで、自然への理解と畏敬の念が一層深まったと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

３日間を通して、生徒たちは「仲間と協力することの大切さ」や「体験を通した様々な学び」

を得ることができました。この経験を普段の学校生活で生かせることを期待しています。 

◆ １年 河口湖移動教室（１０月２７日～２泊３日）報告 磯𥔎 健太  小田川 耕平 



 


